
B8661

�電気及び電子制御式油圧ポンプ試験方法

特記事項 

本PDFファイルは音声読上げ用です。閲覧を目的としたPDFファイルではありません。 

JIS案等の閲覧は，閲覧用ファイルをご利用ください。 

音声読上げする場合は、PDF文章の音声再生が可能なツールをご利用ください。 

ご利用の環境によっては，音声の読上げがされないことがあります。 

本PDFファイルの情報はJIS案等から機械的に抽出したテキスト情報で構成されています。 

これらは音声読上げに最適化されたものではありませんので，規格の内容が正しく読み上げされない可

能性があることをご了承願います。 



 
B 8661：0000 (ISO 17559：2003) 

 
著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

目 次 

ページ 

序文 ··································································································································· 1 

1 適用範囲 ························································································································ 1 

2 引用規格 ························································································································ 1 

3 用語及び定義··················································································································· 2 

4 記号 ······························································································································ 2 

4.1 記号及び単位 ················································································································ 2 

4.2 図記号 ························································································································· 3 

5 試験装置 ························································································································ 3 

5.1 一般事項 ······················································································································ 3 

5.2 試験装置 ······················································································································ 6 

6 試験条件 ························································································································ 6 

6.1 作動油 ························································································································· 6 

6.2 周囲条件 ······················································································································ 6 

6.3 定常状態 ······················································································································ 6 

7 静特性試験······················································································································ 6 

7.1 一般事項 ······················································································································ 6 

7.2 流量/圧力特性 ··············································································································· 7 

7.3 圧力入力信号に対する圧力特性試験：試験手順及び結果の表現 ·············································· 8 

7.4 流量入力信号に対する流量特性試験：試験手順及び結果の表現 ·············································· 9 

7.5 繰返し性試験 ··············································································································· 10 

7.6 油温変化に対する変化特性試験 ······················································································· 12 

8 動特性試験····················································································································· 14 

8.1 一般事項 ····················································································································· 14 

8.2 圧力補償時の応答特性 ··································································································· 14 

8.3 圧力のステップ応答特性：試験手順及び結果の表現 ···························································· 15 

8.4 流量のステップ応答特性：試験手順及び結果の表現 ···························································· 16 

8.5 周波数応答特性 ············································································································ 17 

附属書 A（規定）測定精度の等級 ··························································································· 20 

 

 



 
B 8661：0000 (ISO 17559：2003) 

 
著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS B 8661:2002 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 



 
 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 
 B 8661：0000 
  

電気及び電子制御式油圧ポンプ試験方法 
Hydraulic fluid power−Test method for electrically controlled oil hydraulic 

pumps 
 

序文 

この規格は，2003 年に第 1 版として発行された ISO 17559 を基とし，技術的内容を変更して作成した日

本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，電気及び電子制御の容積式油圧ポンプ（以下，ポンプという。）の静特性及び動特性を確か

めるための試験方法について規定し，異なった機器の性能を対比可能にしている。 

この規格の対象となるポンプは，電気又は電子入力信号に比例した流量又は圧力の制御が可能である。

これらのポンプは，電気信号を使用したフィードバックによって流量及び圧力を制御するもので，ロード

センシング制御形，サーボ制御形，又は電気可変容量機構形がある。 

測定精度は，A，B 及び C の 3 等級に分けられ，附属書 A に示す。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 17559:2003，Hydraulic fluid power－Electrically controlled hydraulic pumps－Test methods to 

determine performance characteristics（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0142 油圧・空気圧システム及び機器－用語 

注記 対応国際規格における引用規格：ISO 5598, Fluid power systems and components－Vocabulary  

JIS B 8384 油圧－容積式ポンプ，モータ及び一体形トランスミッション−定常状態における性能測定

方法 
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注記 対応国際規格における引用規格：ISO 4409, Hydraulic fluid power - Positive displacement pumps, 
motors and integral transmissions－Determination of steady-state performance 

JIS B 8385 油圧－ポンプ・モータ及び一体形トランスミッション－パラメータの定義及び文字記号 

注記 対応国際規格における引用規格：ISO 4391, Hydraulic fluid power－Pumps, motors and integral 
transmissions- Parameter definitions and letter symbols  

JIS B 9933 油圧－作動油－固体微粒子に関する汚染度のコード表示 

注記 対応国際規格における引用規格：ISO 4406, Hydraulic fluid power－Fluids－Method for coding 
the level of contamination by solid particles  

JIS K 2001 工業用潤滑油－ISO 粘度分類 

注記 対応国際規格における引用規格： ISO 3448, Industrial liquid lubricants － ISO viscosity 
classification 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS B 0142 による。 

3.1  
電気及び電子制御式油圧ポンプ（electrically controlled hydraulic pump） 

電気又は電子入力信号に対応した圧力及び流量の制御ができる可変容量形のポンプ 

3.2  
最小流量入力信号（minimum flow command） 

ポンプが最高使用圧力を保持するのに必要な最小の流量入力信号 

3.3  
最低制御圧力（minimum controllable pressure） 
ポンプが制御可能な最低圧力 

注釈 1 7.2.4 参照。 

3.4  
不感帯（dead zone） 

入力信号の絶対値がゼロから増加するとき，又はゼロへ減少するときに，入力信号によって制御される

ポンプの圧力又は流量が変化しない範囲 

3.5  
負荷容積（load volume） 

試験されるポンプの出口から負荷バルブの入口までの油圧管路に入っている作動油の総容積 

3.6  
カットオフ（pressure compensation） 

ポンプの圧力が設定圧力に近づくと流量が可変容量機構によって減少する状態 

3.7  
デッドヘッド圧力（deadhead pressure） 

ポンプがカットオフを完了し回路圧が保持されている時の圧力 
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4 記号 

4.1 記号及び単位 

この規格で用いる物理量の記号及びその添字は，表 1 によるほか，JIS B 8385 による。 

単位を，表 1 及び附属書 A に示す。 

4.2 図記号 

試験回路図を示す図 1 及び図 2 で使用する図記号は，JIS B 0125-1 及び JIS B 0125-2 による。 

表 1－記号及び単位 
物理量 記号 次元 a) 単位 

圧力，圧力差 p，Δp M L–1 T –2 MPa 
流量 q L3 T –1 L/minb) 

注 a) M：質量，L：長さ，T：時間 
注 b) 1 L=dm3 

5 試験装置 

5.1 一般 

5.1.1 特に規定のない限り，出力軸に水平で，ドレンポートが上向きになるように取り付ける。 

5.1.2 カットオフ圧力を制御する圧力制御弁及びポンプ流量を制御する流量制御弁をもつポンプは，図 1
に規定する油圧試験回路を使用する。 

5.1.3 電気又は電子入力信号で，カットオフ圧力を制御する，及びポンプ流量を変化させる機構のストロ

ーク又は角度を制御するポンプは，図 2 に規定する油圧試験回路を使用する。 

5.1.4 ポンプが閉ループ制御システムの一部となる使用方法では，周波数応答試験を実施してもよい。試

験方法については，8.5 で規定している。試験の必要性は，受渡当事者間で合意することが望ましい。 
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 記号説明 

 1：供試ポンプ 
 2：負荷バルブ 
 3：方向制御弁 
 4：可変絞り弁 
 5：トルク計 
 6：トルク表示器 
 7：回転速度計 
 8：圧力変換器 
 9：圧力計 
 10：流量計 
 11：温度計 
 12：制御装置 
 13：信号発生器 
 14：制御装置 
 15：信号発生器 
 16：記録装置 
 17：電動機 
 18：手動リリーフ弁 
 19：流量変換器 
注記 図中の記号 1 に含まれるポンプ制御弁の構成は，説明例である。 
 
図 1－カットオフ圧力を制御する圧力制御弁及びポンプ流量を制御する流量制御弁をもつポンプの 
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試験回路図 

 
 記号説明 

 1：供試ポンプ 
 2：負荷バルブ 
 3：方向制御弁 
 4：可変絞り弁 
 5：トルク計 
 6：トルク表示器 
 7：回転速度計 
 8：圧力変換器 
 9：流量計 
 10：圧力計 
 11：温度計 
 12：制御装置 
 13：信号発生器 
 14：記録装置 
 15：電動機 
 16：手動リリーフ弁 
 17：流量変換器 
注記 1 図中の記号 1 に含まれるポンプ制御弁の構成は，説明例である。 
注記 2 記号 9 と記号 14 とは電気配線で結ばれており，二重の斜線が必要であるが，対応国際規格では，これが

記載されていなかったため，追加した。 
 

図 2－カットオフ圧力及びポンプ流量を変化させる機構のストローク又は角度を電気又は電子入力信号で

制御する 
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ポンプ試験回路図 

5.2 試験装置 

5.2.1 5.1.1～5.1.3，図 1 及び図 2 に示すように，試験装置を設置する。 

5.2.2 試験手順に規定している条件以外は，試験回路内の負荷バルブを無負荷に，絞り弁を全開に調整す

る。負荷バルブを操作する場合は，絞り弁を全開にして，P ポートが閉じるように方向制御弁を切り換え

る。絞り弁を操作する場合は，P ポートが A ポートに通じるように方向制御弁を切り換える。 

5.2.3 ポンプに搭載されている手動の安全弁を，最高使用圧力の 125 %以上に設定する。 

6 試験条件 

6.1 作動油 

6.1.1 作動油の種類及び粘度は，JIS K 2001 に従って ISO VG 32 又は ISO VG 46 に適合しなければなら

ない。 

6.1.2 ポンプ入口の作動油温度を 45 ℃～55 ℃に保持する。 

6.1.3 JIS B 9933 に基づき，作動油の汚染度等級を 20/18/16 以下に保持する。 

6.2 周囲条件 

周囲温度などの周囲変化は，記録しなければならない。 

6.3 定常状態 

測定時，制御パラメータの値は表 2 に記載されている範囲内になければならない。 

表 2－制御パラメータの許容変動限度 

制御パラメータ 
測定精度 a)の等級に対する制御パラメータの許容変動限度 

A B C 
温度（℃） ±0.5 ± 1 ± 2 
回転速度（%） ±0.5 ± 1 ± 2 
入力信号（%） ±0.5 ±1.5 ±2.5 
注 a) 附属書 A 参照。 

7 静特性試験 

7.1 一般事項 

7.1.1 試験回路及び測定回路は，図 1 又は図 2 による。 

注記 図 2 に示す内部パイロット方式に加えて，外部パイロット方式に適用することが可能である。 

7.1.2 電動機を，指定の回転速度に調整する。 

7.1.3 静特性は，JIS B 8384 による。 
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7.1.4 図 2 によるポンプの場合，ポンプ流量の代替として，ストローク又は傾転角の最大値に対する百分

率を使用してもよい。 

7.2 流量及び圧力特性 

7.2.1 圧力制御機能及び流量制御機能をもったポンプを使用する。 

7.2.2 次の手順で，最小流量入力信号を決定する。 

－ 負荷バルブを完全に閉じ，ポンプの流量をゼロとする。 

－ デッドヘッド圧力が保持不可能となるまで，流量入力信号をゆっくり減少させる。 

－ その時の流量入力信号の値を，最小流量入力信号として記録する。 

7.2.3 試験は，最高使用圧力の 100 %，75 %及び 50 %で実施することが望ましい。また，流量は，最大流

量の 90 %，75 %，50 %及び 25 %，並びに最小流量入力信号で試験することが望ましい。 

7.2.4 絞り弁を完全に閉じてポンプの流量をゼロとし，絞り弁の開度を徐々に増やして，ポンプ圧力が最

高使用圧力から最高使用圧力の 75 ％及び 50 ％を経て，最低制御圧力となるまで下げる。その後，絞り弁

を締め込んでポンプ圧力を上昇させて，再びポンプの流量をゼロに戻す。 

7.2.5 ポンプ圧力に対するポンプ流量を，グラフに記録する（図 3 参照）。 

 

 
 注 a) 最大流量の 90 %流量入力信号時 
注 b) 最小流量入力信号時 
注 c) 最低制御圧力 
注 d) カットオフ開始圧力からデッドヘッド圧力までの圧力幅 
注 e) カットオフ圧力のヒステリシス 
注 f) 最大流量の 75%流量入力信号時の流量変化の最大幅 
注 g) 最大流量の 50%流量入力信号時の流量変化の最大幅 
注 h) 最小流量入力信号時の流量変化の最大幅 
注 i) 最高使用圧力 
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図 3－流量及び圧力特性 

 

7.2.6 圧力に対する調整流量の変化率 δq を計算し記録する。 

𝛿𝛿𝑞𝑞 =
∆𝑞𝑞𝑒𝑒,𝑖𝑖

𝑞𝑞0
× 100 

ここで， δq： 調整流量の変化率を%で表したもの 
 Δqe,1～3： 流量入力信号ごとの流量変化の最大幅（図 3 参照） 

Δqe,1：最大流量の 75 %流量入力信号時 
Δqe,2：最大流量の 50 %流量入力信号時 
Δqe,3：最小流量入力信号時 

 q0： 次に説明するように，流量入力信号ごとの最低制御圧力時の流量 
 i： i＝1～3 

最大流量の 75 %，50 %，及び最小流量入力信号時について，それぞれ計算する（これらの値は，圧力に

対する調整可能流量の変化率である）。カットオフ機能をもつポンプの場合，ポンプがカットオフ直前まで

の流量変化の最大幅を，Δqe,1～Δqe,3 とする。 

7.2.7 カットオフ機能をもつポンプの場合は，流量設定ごとに次の特性値を記録する。 

－ カットオフ圧力のヒステリシス ∆pe,2 

－ カットオフ開始圧力からデッドヘッド圧力までの圧力幅 ∆pe,1 

7.3 圧力入力信号に対する圧力特性試験：試験手順及び結果の表現 

7.3.1 ポンプに圧力制御機能及び流量制御機能がある場合は，圧力入力信号及び流量入力信号を最大値に

調整する。 

7.3.2 負荷バルブを完全に閉じる。ポンプ及び測定機器が重大な動的影響を受けない速度で，圧力入力信

号を 1 サイクルで最低制御圧力から最高使用圧力まで増減させる。 

7.3.3 圧力入力信号に対する圧力を，グラフに記録する（図 4 参照）。 

7.3.4 記録したデータから，次の特性値を計算し記録する。 

𝛿𝛿𝛿𝛿hy =
∆𝑝𝑝max
𝑝𝑝max

× 100 
 

ここで， δphy： 圧力のヒステリシスを%で表したもの 
 Δpmax： 同じ入力信号における圧力ヒステリシスの最大値 
 pmax： 最高使用圧力 

7.3.5 記録したデータから，圧力調整範囲を読み取る。 

7.3.6 記録したデータから，最高使用圧力時の入力信号値を読み取る。 

7.3.7 デッドヘッド圧力が，最低制御圧力から最低制御圧力の 10 %に上昇するまでの入力信号の変化を

記録し，不感帯を決定する（図 4 参照）。記録したデータから不感帯を読み取り，記録する。 
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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

 

 
 注 a) 不感帯 
注 b) 圧力ヒステリシスの最大値 
注 c) 圧力調整範囲 
注 d) 最高使用圧力 
注 e) 最低制御圧力 
注 f) 最低制御圧力の 10 % 
 

図 4－入力信号に対する圧力特性 

7.4 流量入力信号に対する流量特性試験：試験手順及び結果の表現 

7.4.1 ポンプに圧力制御機能及び流量制御機能がある場合は，圧力入力信号及び流量入力信号を最大値に

調整する。負荷バルブによって，最大流量入力信号時の負荷圧を最高使用圧力の 75 %に設定する。 

7.4.2 ポンプ又は測定機器が重大な動的影響を受けない速度で，流量入力信号を 1 サイクルで流量ゼロ

（0）から最大流量まで増減させる。 

7.4.3 流量入力信号に対する流量を，グラフに記録する（図 5 参照）。 

 

入力信号（mA 又は V） 

圧
力

（
M

Pa
）
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 注 a) 不感帯 
注 b) 流量ヒステリシスの最大値 
注 c) 流量調整範囲 
注 d) 最大流量 
 

図 5－最高使用圧力の 75 %負荷時の入力信号に対する流量特性 

7.4.4 記録したデータから，次の特性値を計算し記録する。 

𝛿𝛿𝛿𝛿hy =
∆𝑞𝑞max
𝑞𝑞max

× 100 

 
ここで， δqhy： 流量のヒステリシスを%で表したもの 
 Δqmax： 同じ入力信号における流量ヒステリシスの最大値 
 qmax： 最大流量 

7.4.5 記録したデータから，流量の調節範囲を読み取る。 

7.4.6 記録したデータから，最大流量時の入力信号値を読み取る。 

7.4.7 記録したデータから，不感帯を読み取り，記録する（図 5 参照）。 

7.5 繰返し性試験 

7.5.1 圧力の繰返し性：試験手順及び結果の表現 

7.5.1.1 ポンプに圧力制御機能及び流量制御機能がある場合は，圧力入力信号及び流量入力信号を最大値

に調整する。 

7.5.1.2 7.3.2 の状態で，圧力入力信号を最高使用圧力及び最高使用圧力の 50 %となる値にステップ状に

20 回繰返し変化させる。 

7.5.1.3 7.3.2 の状態で，圧力入力信号を最高使用圧力の 50 %及び最低制御圧力となる値にステップ状に

20 回繰返し変化させる。 

入力信号（mA or V） 

流
量

（
L/

m
in
）
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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

7.5.1.4 7.5.1.2 及び 7.5.1.3 の試験結果を，横軸を時間，及び縦軸を圧力として，グラフに記録する（図 6
参照）。 

 

 
 注 a) 圧力入力信号 100 %又は最高使用圧力 
注 b) 圧力入力信号 0 %，又は最低制御圧力 
 

図 6－圧力の繰返し性 

7.5.1.5 それぞれの圧力設定（図 6 参照）に対するばらつきの比率を，次の式を用いて求め，記録する。 

𝛿𝛿𝛿𝛿re =
∆𝑝𝑝e,max

𝑝𝑝max
× 100 

 

ここで， δpre： 圧力の繰返し性を%で表したもの 
 Δpe,max： ∆pe,3～∆pe,6 までの最大値 
 pmax： 最高使用圧力（図 6 参照） 

7.5.2 流量の繰返し性：試験手順及び結果の表現 

7.5.2.1 ポンプに圧力制御機能及び流量制御機能がある場合は，圧力入力信号及び流量入力信号を最大値

に調整する。負荷バルブによって，最大流量入力信号時の負荷圧を最高使用圧力の 75 %に設定する。 

7.5.2.2 流量を最大流量の 90 %にして，圧力が最高使用圧力の 75 %になるように負荷バルブを調整する。

流量入力信号をポンプ又は測定機器が動的な影響を受けない速度で，最大流量の 90 %及び 50 %となる値

にステップ状に 20 回繰り返し変化させる。 

7.5.2.3 流量を最大流量の 50 %にして，圧力が最高使用圧力の 75 %になるように負荷バルブを調整する。

7.5.2.2 の状態で，入力信号をポンプ又は測定機器が動的な影響を受けない速度で，最大流量の 50 %及び最

小流量入力信号にステップ状に 20 回繰り返し変化させる。 

圧
力

（
M

Pa
）

 

時間（s） 
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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

7.5.2.4 7.5.2.2 及び 7.5.2.3 の試験結果を，横軸を時間，及び縦軸を流量として，グラフに記録する（図 7
参照）。 

 

 
 注 a) 流量入力信号 90 %. 
注 b) 流量入力信号 0 %，又は最小流量入力信号 
 

図 7－流量の繰返し性 

7.5.2.5 それぞれの流量設定（図 7）に対するばらつきの比率を，次の式で求め，記録する。 

𝛿𝛿𝛿𝛿re =
∆𝑞𝑞e,max

𝑞𝑞max
× 100 

 
 

ここで， δqre： 流量の繰返し性を%で表したもの 
 Δqe,max： ∆qe,4~∆qe,7 までの最大値 
 qmax： 最大流量（図 5 参照） 

7.6 油温変化に対する変化特性試験 

7.6.1 圧力の変化特性：試験手順及び結果の表現 

7.6.1.1 ポンプに圧力制御機能がある場合は，負荷バルブを完全に閉じ，圧力入力信号を最高使用圧力と

なる値に保持する。 

7.6.1.2 試験装置の温度が安定するのに十分な速さで，油温を 30 ℃から 70 ℃まで変化させる。 

この温度範囲が小さすぎて制御に影響を及ぼさないと考えられる場合は，これ以外の温度範囲について，

受渡当事者間で合意することが望ましい。 

流
量

，
L/

m
in

 Δq
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,
4
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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

7.6.1.3 横軸を油温，及び縦軸を圧力として，グラフに記録する（図 8 参照）。また，外気温度も記録す

る。なお，連続記録が不可能である場合は，決められた温度範囲内において 10 ℃間隔で，最低 5 点以上

記録する。 

 

 
 注 a) 圧力の変化 
 

図 8－油温変化に対する圧力の変化特性 

7.6.2 流量の変化特性：試験手順及び結果の表現 

7.6.2.1 ポンプに圧力制御機能及び流量制御機能がある場合は，流量入力信号を最大流量の 75 %に設定

し，負荷バルブによって圧力を 5 MPa とする。 

7.6.2.2 試験装置の温度が安定するのに十分な速さで，油温を 30 ℃から 70 ℃まで変化させる。 

この温度範囲が小さすぎて制御に影響を及ぼさないと考えられる場合は，これ以外の温度範囲について

受渡当事者間で合意することが望ましい。 

7.6.2.3 横軸を油温，及び縦軸を流量として，グラフに記録する（図 9 参照）。また，外気温度も記録す

る。なお，連続記録が不可能である場合は，決められた温度範囲内で 10 ℃間隔で，最低 5 点以上記録す

る。 

 

 

圧
力

（
M

Pa
）

 

油温（℃） 
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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

 
 注 a) 流量の変化 
 

図 9－油温変化に対する流量の変化特性 

8 動特性試験 

8.1 一般事項 

8.1.1 試験回路及び測定回路は，図 1 又は図 2 による。 

注記 図 2 に示す内部パイロット方式に加えて，外部パイロット方式に適用することが可能である。 

8.1.2 指定の回転速度に，電動機を調整する。 

8.1.3 図 2 によるポンプの場合，ポンプ流量の代替として，ストローク又は傾転角の最大値に対する百分

率を使用してもよい。 

8.1.4 圧力脈動測定は，JIS B 8349-1 及び JIS B 8349-2 に従うことが望ましい。 

8.2 圧力補償時の応答特性 

8.2.1 圧力制御機能及び流量制御機能をもつポンプの場合，圧力は最高使用圧力に，流量は最大流量に設

定する。 

8.2.2 急激に回路を遮断するために方向制御弁を用い，オシロスコープ（又はオシログラフ）で瞬間的な

圧力を時間に対して測定可能となるように，ポンプの吐出ラインに圧力変換器を用いる。 

8.2.3 方向制御弁が閉じたときの圧力上昇速度が，680 MPa/s～920 MPa/s になるように回路を調整する。

目標圧力上昇速度は，800 MPa/s とする。 

8.2.4 方向制御弁を開き，最高使用圧力の 75 %となるように絞り弁を調整する。 

流
量

，
L/

m
in

 

油温（℃） 
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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

8.2.5 方向制御弁を閉じ，時間に対する瞬間圧力を測定する。この結果から，圧力上昇速度（MPa/s），応

答時間及び整定時間（msec），並びにオーバーシュート（MPa）を読み取る（図 10 参照）。デッドヘッド圧

力において，圧力変動が圧力脈動の幅以内に収束したとき，圧力は整定したとみなす。 

 

 
 注 a) 圧力上昇速度 
注 b) 圧力降下速度 
注 c) デッドヘッド圧力 
注 d) オーバーシュート（上昇） 
注 e) 整定時間（下降） 
注 f) デッドヘッド圧力の 75 % 
注 g) 応答時間 
注 h) 整定時間（上昇） 
注 i) オーバーシュート（下降） 
 

図 10－圧力補償時の応答特性 

8.2.6 方向制御弁を開き，時間に対する瞬間圧力を測定する。この結果から，圧力降下速度（MPa/s），応

答時間及び整定時間（msec），並びにオーバーシュート（MPa）を読み取る（図 10 を参照）。最高使用圧力

の 75 %の圧力において，圧力変動が圧力脈動の幅以内に収束したとき，圧力は整定したとみなす。 

8.2.7 最大流量の 50 %及び 25 %において，8.2.4～8.2.6 を繰り返す。 

注記 対応国際規格では，定格流量（rated flow）と記載しているが，ここは最大流量（maximum output 
flow）であり，他の箇条でも最大流量と記載していることから，表現を統一した。 

8.3 圧力のステップ応答特性：試験手順及び結果の表現 

8.3.1 ポンプに圧力制御及び流量制御機能がある場合は，圧力入力信号及び流量入力信号を最大値に調整

する。 

8.3.2 負荷バルブを完全に閉じ，最低制御圧力のポンプ流量をゼロにする。 

i 

圧
力

（
M

Pa
）

 

時間（s） 
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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

8.3.3 信号発生器によって，最高使用圧力の 100 %，75 %及び 50 %となるように圧力入力信号をステッ

プ状に与える。 

8.3.4 ポンプの動特性に比べて十分に高い応答性をもつ記録計によって，横軸を時間，縦軸を入力信号値

及び圧力として，同時に応答波形を記録する（図 11 参照）。 

記録計の振幅比は，入力信号の最大周波数の 10 倍以上において，-3dB であることが望ましい。 

8.3.5 圧力変動が圧力脈動の幅内に収束したとき，圧力は安定化したとみなす。記録したデータから，圧

力のステップ応答時の応答時間及び整定時間（msec），並びにオーバーシュート（MPa）を読み取る。 

8.3.6 負荷容積，管路の配管の長さ，内径及び配管の種類を記録する。 

 

 
 注 a) 整定時間（上昇） 
注 b) オーバーシュート（上昇） 
注 c) 応答時間（上昇） 
注 d) 整定時間（下降） 
注 e) 応答時間（下降） 
注 f) 入力信号（mA 又は V） 
注 g) オーバーシュート（下降） 
 

図 11－圧力のステップ応答特性 

8.4 流量のステップ応答特性：試験手順及び結果の表現   

8.4.1 ポンプに圧力制御機能及び流量制御機能がある場合は，圧力入力信号を最高使用圧力となる値に調

整する。 

8.4.2 信号発生器によって，ポンプの流量入力信号を，最大流量の 10 %から 90 %，75 %，50 %及び 25 %
までそれぞれステップ状に変化させる。 

8.4.3 各上限の流量において，ポンプ圧力が最高使用圧力の 50 %になるように絞り弁を調整する。 

負荷バルブの動特性がポンプの動特性に比べて十分に速いならば，負荷バルブを絞り弁の代わりに使用

圧
力

（
M

Pa
）

 

時間（s） 
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してもよい。 

8.4.4 ポンプの動特性に比べて十分に高い応答性をもつ記録計によって，横軸を時間，縦軸を入力信号値

及び流量として，同時に応答波形を記録する（図 12 参照）。 

記録計の振幅比は，入力信号の最大周波数の 10 倍以上において，-3dB であることが望ましい。 

8.4.5 整定流量の±5 %に収束したとき，流量は整定したとみなす。記録したデータから，応答時間及び

整定時間（msec），並びにオーバーシュート（L/min）を読み取る。 

8.4.6 負荷容積，管路の配管の長さ，内径及び配管の種類を記録する。 

 

 
 注 a) 整定時間（上昇） 
注 b) オーバーシュート（上昇） 
注 c) 応答時間（上昇） 
注 d) 整定時間（下降） 
注 e) 応答時間（下降） 
注 f) 入力信号（mA 又は V） 
注 g) オーバーシュート（下降） 
 

図 12－流量のステップ応答 

8.5 周波数応答特性 

8.5.1 圧力の周波数応答特性試験：試験手順及び結果の表現 

8.5.1.1 8.3.1 に適合するポンプに対し，まず負荷バルブを完全に閉じる。デッドヘッド圧力を最高使用圧

力の 50 %に調整し，この圧力を中心にして，最高使用圧力の±5 %及び±12.5 %の振幅をもつ十分に低い

周波数の正弦波入力信号を加える。次に，負荷バルブを完全に閉じ，デッドヘッド圧力を最高使用圧力の

50 %に調整した後，負荷バルブを開き，流量が最大流量の 50 ％になるようにする。さらに，圧力を最高

使用圧力の 50 %に調整し，この圧力を中心にして，振幅が最高使用圧力の±5 %及び±12.5 %の十分に低

い周波数の正弦波入力信号を加える。 
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このように，負荷バルブを完全に閉じた状態と，流量が最大流量の 50 ％になるように負荷バルブを開

けた状態の 2 種類の条件で試験を実施する。 

8.5.1.2 正弦波入力信号の周波数をポンプの折点周波数の約 1/20 から 10 倍まで掃引する。掃引速度は，

測定に適することが望ましい。 

8.5.1.3 ポンプの動特性と比較して十分に高い応答性をもつ正確な周波数応答分析器を用いて，横軸を時

間，縦軸を入力信号及び圧力として同時に記録し，グラフ表示する。 

8.5.1.4 記録したデータから，周波数に対する振幅比及び位相遅れを読み取り，ボード線図で表す（図 13
参照）。周波数応答特性試験結果は，ボード線図，すなわち，対数周波数におけるゼロ周波数振幅を基準と

したデシベル単位の振幅，度単位の位相遅れで示さなければならない。－3 dB 点，90°位相遅れ点などの単

一点での表示は避ける。 

8.5.1.5 負荷容積，配管の長さ，内径及び配管種類を記録する。 

 

 
 注 a) ゲイン曲線 
注 b) 位相曲線 
 

図 13－圧力の周波数応答特性のボード線図 

8.5.2 流量の周波数応答特性試験：試験手順及び結果の表現 

8.5.2.1 8.4.1 に適合するポンプの場合は，どのような試験振幅又は周波数においてもポンプの作動圧力を

超えないように，瞬間的な圧力の調整を可能にする簡単で，設定圧力を超えたとき受動的に作動する負荷

を接続する。圧力を最高使用圧力の 50 %に調整し，この圧力を中心にして，8.5.2.2 及び 8.5.2.3 に従って

正弦波入力信号を加える。 

8.5.2.2 流量を最大流量の 50 %に調整し，この流量を中心にして，最大流量の±5 %及び±12.5 %の振幅

をもつ十分に低い周波数の正弦波入力信号を加える。 
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8.5.2.3 推奨される方法は，適用可能な場合には，ポンプの流量応答を測定するのに適した位置に変換器

を設置し，カム又は斜板の位置を計測することである。しかし，使用する流量変換器が，対象となる最高

試験周波数によって要求される速度より少なくとも 10 倍速いことが実証されている場合，そのような流

量変換器を，カム/斜板位置を測定する方法の代替として使用してもよい。 

8.5.2.4 8.5.1.2 に従って正弦波入力信号を掃引する。 

8.5.2.5 ポンプの動特性と比較して十分に高い応答性をもつ正確な周波数応答分析器を用いて，横軸を時

間，縦軸を入力信号及び流量として同時に記録し，グラフ表示する。 

8.5.2.6 8.5.1.4 に従って，記録からボード線図（図 14 参照）を得る。 

8.5.2.7 負荷容積，配管の長さ，内径及び配管種類を記録する。 

 

 
 注 a) ゲイン曲線 
注 b) 位相曲線 
 

図 14－流量の周波数応答特性のボード線図 
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附属書 A 
（規定） 

測定精度の等級 

A.1 測定精度の等級 

要求される精度に応じ，試験は受渡当時者同意の下で，測定精度等級 A，B 又は C のうちの一つで実施

する。 

注記 1 等級 A 及び B は，より高性能とする特別の場合を意図している。 

注記 2 等級 A 及び B の試験は，より正確な器具及び方法とするので，費用が上昇する可能性がある。 

A.2 系統誤差 

この規格に従って校正又はその他の検査を行ったとき，表 A.1 に示す誤差を超えてはならない。 

表 A.1－校正中に決定される測定機器の許容系統誤差 

測定項目 
各測定精度等級及び許容系統誤差 

A B C 
ゲージ圧 p＜2 × 105 （Pa）における圧力（Pa） ± 1×103 ± 3×103 ± 5×103 
ゲージ圧 p≧2 × 105 （Pa）における圧力（%） ± 0.5 ± 1.5 ± 2.5 
温度（℃） ± 0.5 ± 1 ± 2 
流量（%） ± 0.5 ± 1.5 ± 2.5 
回転速度（%） ± 0.5 ± 1 ± 2 
入力信号（%） ± 0.5 ± 1.5 ± 2.5 

 注記 対応国際規格では，圧力における測定精度等級 C の許容系統誤差が±5×105 となっているが，誤差としては

大き過ぎるため，誤記であると考え，±5×103 に変更した。 
 

 

参考文献 

[1] JIS B 0125-1 油圧・空気圧システム及び機器－図記号及び回路図－第 1 部：図記号 

注記 対応国際規格における参考文献：ISO 1219-1，Fluid power systems and components－Graphical 
symbols and circuit diagrams－Part 1: Graphical symbols for conventional use and data-processing 
applications 

[2] JIS B 0125-2 油圧・空気圧のシステム及びその機器－図記号及び回路図－第 2 部：回路図 

注記 対応国際規格における参考文献：ISO 1219-2，Fluid power systems and components－Graphical 
symbols and circuit diagrams－Part 2: Circuit diagrams 

[3] JIS B 8349-1 油圧－システム及び機器から発生する圧力脈動レベルの測定方法－第 1 部：ポンプ

の流量脈動及び内部インピーダンスの測定方法 

注記 対応国際規格における参考文献：ISO 10767-1，Hydraulic fluid power — Determination of pressure 
ripple levels generated in systems and components — Part 1: Method for determining source flow ripple 
and source impedance of pumps  

[4] JIS B 8349-2 油圧－システム及び機器から発生する圧力脈動レベルの測定方法－第 2 部：ポンプ

における簡易測定方法 

注記 対応国際規格における参考文献：ISO 10767-2，Hydraulic fluid power — Determination of pressure 
ripple levels generated in systems and components — Part 2: Simplified method for pumps 
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附属書 JA 
（参考） 

JIS と対応国際規格との対比表 
 

JIS B 8661 ISO 17559:2003，Hydraulic fluid power -- Electrically controlled hydraulic pumps -- 
Test methods to determine performance characteristics（MOD）  

a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

4.1 
 

4.1 変更 対応国際規格では，図 1 を参照することと

しているが，要求事項とした。 
我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

4.1 
表 1 

4.1 
表 1 

変更 対応国際規格では，“SI Unit”と規定されて

いるが，SI 単位系であることを明記する必

要性がないため，単位とした。 

ISO 規格見直し時に追加

を申し入れる。 

変更 対応国際規格では，流量の単位を dm3/minと
規定されているが，我が国の実情に合わせ，

L/min に変更した。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

削除 対応国際規格では，動力 p 及び回転速度 n
が記載されていたが，本文中にはこれらの

使用がないため，削除した。 

ISO 規格見直し時に追加

を申し入れる。 

5.1.2 
図 1 

5.1.2 
図 1 
 

追加 
変更 

対応国際規格では，流量変換器の記号が記

載されていなかったため，記号 19 として追

加し，記号説明で記号 10 が流量変換器にな

っていたものを，流量計に変更した。 

ISO 規格見直し時に追加

を申し入れる。 

5.1.3 
図 2 

5.1.3 
図 2 

追加 
変更 

対応国際規格では，流量変換器の記号が記

載されていなかったため，記号 17 として追

加し，記号説明で記号 9 が流量変換器にな

っていたものを，流量計に変更した。 

ISO 規格見直し時に追加

を申し入れる。 

追加 記号 9 及び記号 14 は電気配線で結合されて

おり，二重の斜線が記載されなければなら

ない。対応国際規格では，これが記載されて

いなかったため，追加した。 

ISO 規格見直し時に追加

を申し入れる。 

6.1.3 6.1.3 変更 対応国際規格では，汚染度等級を二つの番

号で規定していたが，JIS B 9933 及びこれ

の対応国際規格の ISO 4406 においては三つ

の番号で表しているため，変更した。 

ISO 規格見直し時に追加

を申し入れる。 

7.2.5 
図 3 

7.2.5 
図 3 

追加 
変更 

対応国際規格では，最大流量の 75 %流量入

力信号時と 50 %流量入力信号時の流量変化

の最大幅が同じΔqe,,1 で記載されており，注
f)でも流量変化の最大幅として記載されて

いた。また，最小流量入力信号時の流量変化

の最大幅は記載されていなかった。そこで，

各々の流量入力信号時における流量変化の

最大幅が区別できるように，注 f)ではΔqe,,1，
注 g)ではΔqe,,2，注 h)ではΔqe,,3を定義し，追

加した。なお，“最高使用圧力”は注 g)では

なく注 i)として追加した。 

ISO 規格見直し時に追加

を申し入れる。 

変更 対応国際規格では，注 a)は Maximum Flow ISO 規格見直し時に追加
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Command と定義されていたが，図中におい

ては最大流量の 90 ％を示しており，変更し

た。 

を申し入れる。 

7.2.6 7.2.6 追加 
変更 

対応国際規格では，圧力に対する調整流量

の変化率δq を計算する際に，流量入力信号

ごとの流量変化の最大幅Δqe,,1 を用いてい

た。ただし，図 3 においてΔqe,,1 はΔqe,,1～3

に変更されたため，数式を変更するととも

に，Δqe,,1～3 の定義を追加した。 

ISO 規格見直し時に追加

を申し入れる。 
 

7.5.1.3 
図 6 

7.5.1.3 
図 6 

追加 対応国際規格では，最高使用圧力の記載が

なかったため，これを加えた。 
我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

7.5.2.4 
図 7 

7.5.2.4 
図 7 

変更 対応国際規格では，Δqe,,2，Δqe,,3，Δqe,,4，
Δqe,,5 が使用されているが，図 3 でΔqe,,2 と
Δqe,,3 を既に使用したため，付与番号が連番

となるように，Δqe,,4，Δqe,,5，Δqe,,6，Δqe,,7
へ変更した。 

ISO 規格見直し時に変更

を申し入れる。 

7.5.2.5 7.5.2.5 変更 対応国際規格では，Δqe,max はΔqe,,2～Δqe,,5
までの最大値となっているが，図 7 の変更

に合わせてΔqe,,4～Δqe,,7 までの最大値に変

更した。 

ISO 規格見直し時に変更

を申し入れる。 

7.6.2.3 
8.1.4 

7.6.2.3 変更 対応国際規格では，圧力脈動測定は推奨事

項となっているため，8.1.4 として本文に移

動した。 

我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

8.2.5 
図 10 

8.2.5 
図 10 

追加 対応国際規格では，図中において，オーバー

シュート（下降）の定義がされていなかった

ため，注 i)として追加した。 

ISO 規格見直し時に追加

を申し入れる。 

8.3.4 8.3.4 変更 対応国際規格では，推奨事項となっている

ため，本文に移動した。 
我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

8.4.3 8.4.3 変更 対応国際規格では，推奨事項となっている

ため，本文に移動した。 
我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

8.4.4 8.4.4 変更 対応国際規格では，推奨事項となっている

ため，本文に移動した。 
我が国の事情のため，ISO
への提案は行わない。 

注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 
－ 削除：対応国際規格の規定項目又は規定内容を削除している。 
－ 追加：対応国際規格にない規定項目又は規定内容を追加している。 
－ 変更：対応国際規格の規定内容又は構成を変更している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 

 

 




